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枠 機 【lFF-8】

調査年月日

調査地

民族名

1998年9月26日

メ イ ボ ッ ド(Meibod)市

ペ ル シ ア(Persia)

テ ヘ ラ ン

メイボ ツ ド

型式

材質

概寸

経糸保持方式

整経方式

開口具設置方式

構成部品

 機枠

 経糸保持具

:傾 斜 式 枠 機

.木
,鉄(綜 続 棒)

'全 高290
cm,全 幅510cm

.固 定 式

平 整 経 式

.綜 続 可 動 式

経糸間接保持具:

開口具

開口補助具

緯打具

幅出し具

<図IFF-8-a-1>

:経 巻 き棒(横 木)<図IFF-8-a-2>

布 巻 き棒(横 木)<図IFF-8-a-3>

経 巻 き 制 御 棒 く図IFF-8-a-4>

布 巻 き 制 御 棒 く図IFF-8-a-5>

輪 状 綜 続1(地 綜 続/2枚1組)

<図IFF-8-a-6>

輪 状 綜 続2(紋 綜 続/18枚)

<図IFF-8-a-7>

天 秤 棒 く図IFF-8-a-8>

天 秤 保 持 棒 く図IFF-8-a-9>

天 秤 連 結 紐 く図IFF-8-a-10

紋 綜 続 連 繋 紐 く図IFF-8-a-11>

紋 綜 続 連 繋 紐 保 持 棒

く図IFF-8-a-12>

紋 綜 続 引 き寄 せ 鉤(2本1組)

<図IFF-8-a-13>

:櫛 状 緯 打 具 く写 真IFF-8-5>

'伸 子 く図IFF
-8-a-14>

調 査 メ モ

この 枠 機 は 、 前 項 の 枠 機 【IFF-7】 と同 様 の ジー ル

ー と呼 ば れ る緯 糸 浮織 専 用 の 織 機 で あ り、 メ イボ ッ

ド市 内 の 通 りに 面 し た 工 房 の な か に 設 置 さ れ て い

た 。父 の代 か ら ジー ルー を織 っ て きた とい う工 房 は 、

か な りせ ま く、 ジ ー ル ー 用 の 枠 機 を2台 並 列 させ て

置 くス ペ ー ス が や っ とあ る とい っ た状 況 で あ っ た 。

枠 機 の構 造 は、 基 本 的 に 【IFF-7】 と共 通 して い る

が 、 紋 綜 続 の枚 数 は18枚 で あ った 。 この 枠 機 で 織 ら

れ て い た ジ ー ル ー に は 、 モ ス ク用 ジー ル ー の 自 と青

の 緯 糸 で は な く、 赤 と緑 の 緯 糸 が 使 われ て い た。 こ

う し た赤 と緑 の緯 糸 を使 って 織 られ た ジ ー ル は、 遊

牧 民 の テ ン トで カ ー ペ ッ トと して 使 われ る とい うこ

とで あ っ た。

製織中の織物

 織技法

 地組織

 素材

 用途

 経糸全長

 織幅

:緯 糸 浮 織(昼 夜 織)

:緯 畝 組 織

木 綿

カ ーペ ッ ト

:500cm以 上

215cm

織 り手 男性1人

lFF-8-a 構 造 図

  :・



lFF-8-4 紋 綜 続 の 仕 分 け

lFF-8-1 紋 綜 続 の開 口操 作

IFF-8-5 緯 糸 の 打 ち込 み

IFF-8-2 工 房 の 外 観

lFF-8-3 伸 子 lFF-8-b 模 式 図
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枠 機 【lFC-1】

調査年月日

調査地

民族名

1998年9月10日

ア サ レム (Asalem)村

タ リ シュ(Talysh)

アサレム

テ ヘ ラ ン

型式

材質

概寸

経糸保持方式

整経方式

開ロ具設置方式

傾斜式枠機

鉄,木(綜 続棒,開 口保持棒)

全高130cm,全 幅143cm

固定式

輪状整経式

綜続固定 ・開口保持棒可動式

構 成 部 品

 機i枠     〈図IFC-1-a-1>

 経 糸 保 持 具  上 部 経 糸 保 持 棒(横 木)

        <図IFC-1-a-2>

        下 部 経 糸 保 持 棒(横 木)

        <図IFC-1-a-3>

 経糸間接保持具 経 糸 張 力 調 整用 ネ ジ金 具

        (2本)<図IFC-1-a-4>

 開 口 具    輪 状 綜 続 く図IFC-1-a-5>

        開 口保 持 棒 く図IFC-1-a-6>

 開 口 補助 具 '経 糸 す くい板 く図IFC-1-a-7>

 綜 続 固 定 具  把 手 状 金 具(2本)<図IFC-1-a-8>

 緯 打 具    :櫛 状 緯 打 具 く写 真IFC-1-1>

 開 口 部 記 憶 紐:<図IFGI-a-9>

式は、綜続固定 ・開口保持棒可動式であ り、綜続棒

の両端は機枠の左右のパイプに接合された把手状の

綜続固定具にかけ渡 されていた。ただし、実際の経

糸の開口操作では、開口保持棒はほとんど動かされ

ることはなく、逆開口のさいには、手のひらで上糸

を押 し、下糸 との位置関係を逆転させて緯糸が通さ

れる。なお、そのさいには、開口補助具として、先

端部が丸みを帯びた経糸す くい板で下糸をす くい取

るが、す くい取る経糸の本数が少ないときには、経

糸す くい板は使用せず、左手の指先で直接下糸をす

くい取っていた。

製織中の織物

 織技法     :綴織

 地組織    .緯畝組織

 素材     羊毛

 用途     カーペッ ト

 経糸全長  .241cm(全 周)

 織幅     106.5cm

lFC-1-1 緯 打 具

織り手 .女 性1人

調査メモ

枠機は、住居の外側 につづ くテラスの床に置かれ、

住居の外壁に立てかけられていた。機枠を構成する

左右のパイプの上部には、経糸の張力調整用のネジ

金具として、ボル トが接合 されてお り、上部経糸保

持棒 の両端 を貫通 したボル トをナ ットで締め付け

て、経糸の張力が調整されている。開口具の設置方 1FC-1-a 構 造 図

 ..



IFC-1-b 模 式 図
lFC-1-3 全 景

lFC-1-2 経 糸 の 手 押 し開 ロ

開口保持具

手で押す lFC-1-4 緯 糸 の 打 ち込 み

開口

輪状綜続

逆開口

lFC-1-c 開 ロ操 作
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枠 機 【lFC-2】

調査年月日

調査地

民族名

1998年9月12日

ゲ ルデ(Gerdeh)村

アゼ ルバ イ ジ ヤ ン

(Azerbaidzhan)

ゲルデ

テ ヘ ラ ン

型式      傾斜式枠機

材質      鉄,木(開 口保持棒)

概寸      全高100cm,全 幅100cm

経糸保持方式  固定式

整経方式    輪状整経式

開ロ具設置方式:開 口保持棒可動式

構成部品

機 枠    :<図IFC-2-a-1>

経 糸 保 持 具 :上 部経 糸 保 持 棒(横 木)

       <図IFC-2-a-2>

       下 部経 糸 保 持 棒(横 木)

       <図IFC-2-a-3>

経糸間接保持具:経 糸 張 力 調 整 用 ネ ジ金 具(2本)

       <図IFC-2-a-4>

開 口具   :開 口 保 持 棒 く図IFC-2-a-5>

緯 打 具   :櫛 状 緯 打 具

       く写 真IFF-4-1-d>と 同 様

開 口部 記 憶 紐:<図IFG2-a-6>

そ の 他   :椅 子(ド ラ ム缶)

としては開口保持棒があるのみで、綜続は存在して

いない。 また、開口保持棒の設置方式は可動式であ

るが、実際の経糸の開口操作では、開口保持棒はほ

とんど動かされることはなく、上糸と下糸を1本 ず

つ左手の指先です くい分けて、緯糸が通されていた。

lFC-2-1 全 景

製織中の織物

 織技法      綴糸哉

 地組織    '緯 畝組織

 素材    .羊 毛

 用途     カーペ ット

 経糸全長   180cm(全 周)

 糸哉巾畠       :60cm

織 り手 女性1人

調査メモ

枠機は、屋外の住居の外壁に立てかけられてお り、

織 り手は椅子に腰掛けて機織 りをおこなっていた。

機枠を構成する左右のパイプの上部には、経糸の張

力調整用ネジ金具として、ボル トが接合されており、

上部経糸保持棒の両端を貫通 したボル トをナットで

締め付けて、経糸の張力が調整 されている。開口具

IFC-2-a 構 造 図
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枠 機 【IFC-3】

調査年月日

調査地

民族名

：1998年9月13日

キ ャ ン ドヴ ァ ー ン

 (Kandvan)村

ペ ル シ ア(Persia)

型式

材質

概寸

経糸保持方式

整経方式

開ロ具設置方式

傾 斜 式枠 機

木,鉄(経 糸 張 力 調 整 用 ジ ャ ッキ)

.全 高190cm,全 幅120cm

固 定 式

.輪 状 整 経 式

開 口 保 持 棒 可 動 式

構 成 部 品

 機枠     <図IFC-3-a-1>

 経 糸 保 持 具  上 部 経 糸 保 持 棒 く図IFG3-a-2>

        下 部 経 糸 保 持 棒 く図IFC-3-a-3>

 経糸 間接保持 具:経 糸 張 力 調 整 用 ジ ャ ッキ(2本)

        <図IFC-3-a-4>

 開[具   曾開[保 持 棒 く図IFC-3-a-5>

 緯 人 具    板 金 状 緯 入 具(太 い緯 糸 用)

        <写 真IFF-4-1-a>と 同様

 緯 打 具   :櫛 状 緯 打 具

        <写 真IFF-4-1-d>と 同 様

 そ の 他    パ イ ル糸 切 断 用 ナ イ フ

糸保持棒の高さを変えて経糸の張力を調整する仕掛

けとなっている。開口具 としては、開口保持棒のみ

が備わっている。その設置方式は開口保持棒可動式

であるが、経糸の実際の開口操作では、開口保持棒

はほとんど動かされることはない。この枠機の機織

りには、太い緯糸 と細い緯糸が使われており、これ

らの緯糸を使用 した機織 りの操作については、先に

提示した枠機 【IFF-4】の場合 と同様である。なお、

パイル織の糸の結びは、 トルコ結びであった。

製織中の織物

 織技法

 地組織

 素材

 用途

 経糸全長

 織幅

パ イル織

平織 変 化組 織

羊 毛,絹

カー ペ ッ ト

:340cm(全 周)

110cm lFC-3-1 全 景

織り手 ：男性2人

調査メモ

枠機は住居の室内の床に置かれ、壁面に向かって傾

斜 して 立て られていたが、機枠の上部は固定されて

おらず、天井か ら吊るされた紐に結ばれていた。上

部経糸保持棒の両端は、機枠の両側の棒に穿たれた

細長い穴に差し込まれている。また、上部経糸保持

棒 と 下部経糸保持棒 とのあいだには、経糸の張力調

整用のジャッキが2本 取 り付けられてお り、上部経 IFC-3-a 構 造 図
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枠 機 【lFC-4】

調査年月日

調査地

民族名

●1998年9月13日

'タ ブ リ ー ズ(Tabliz)市

ペ ル シ ア(Persia)

タ ブリーズ

テ ヘ ラ ン

型式

材質

概寸

経糸保持方式

整経方式

開ロ具設置方式

垂直式枠機

木,鉄(経 糸張力調整用ジャッキ)

全高175cm,全 幅150cm

固定式
'輪状整経式

開口保持棒可動式

構 成 部 品

 機 枠     <図IFC-4-a-1>

 経 糸 保 持 具  上 部 経 糸 保 持 棒(横 木)

        〈図IFC-4-a-2>

        下 部 経 糸 保 持 棒(横 木)

        〈図IFC-4-a-3>

 経糸問接保持具:経 糸 張 力 調 整 用 ジ ャ ッキ

         (2本)<図IFC-4-a-4>

 開 口具    開 口 保 持 棒<図IFC-4-a-5>

 緯 入具   :板 金 状 緯 入 具(太 い 緯 糸 用)

        <写 真IFF-4-1-a>と 同 様

 緯 打 具    櫛 状 緯 打 具

        <写 真IFF-4-1-d>と 同様

 そ の他    パ イ ル糸 切 断 用 ナ イ フ,鋏

機枠の左右の棒の上部を加工してつ くられた溝には

め込まれている。 また、上部経糸保持棒 と下部経糸

保持棒のあいだには、経糸の張力調整用ジャッキが

2本 取 り付けられてお り、L部 経糸保持棒の高さを

変えて経糸の張力を調整する仕掛けとなっている。

開口具 としては、開口保持棒があるのみで、綜続は

存在 していない。また、開口保持棒の設置方式は可

動式であるが、経糸の実際の開口操作では、開口保

持棒はほとんど動かされることはない。この枠機の

機織 りには、太い緯糸 と細い緯糸が使われてお り、

これらの緯糸を使用した機織 りの操作については、

先に提示 した枠機 【IFF-4】 の場合 と同様である。

なお、パイル織の糸の結びは、トルコ結びであった。

製織中の織物

 織手支法     'パ イル織

 地組織    平織変化組織

 素材     絹

 用途    'カ ーペット

 経糸全長  :330cm(全 周)

 糸哉巾畠         100cm

lFC-4-1 カ ー ペ ッ トの模 様

織 り手 男性1人

調 査 メ モ

この 枠 機 は、 タブ リー ズ市 内 で 絵 画 的 な デ ザ イ ンの

輸 出 用 カ ー ペ ッ トを製 作 して い る 工 房(Alinasab

Carpet Corpolation)で 使 用 され て い た うち の1つ

で あ る 。 枠 機 の サ イ ズ は大 小 さ ま ざ まで あ っ た が 、

基 本 的 な構造 は 共 通 して い た。 上 部 経 糸 保 持 棒 は 断

面 が 円 形 で あ る が 、両 端 は平 板 な板 状 と な っ て お り、

IFC-4-a 構 造 図
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IFC-4-b 模 式 図

IFC-4-2 パ イ ル 糸 を 結 ぶ

lFC-4-3 模 様見本 を確認 する織 り手

lFC-4-4 工 房 の 内部
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